
 

 

 

 

 

 

 

 

＊６日（水）と１３日（水）に吉田中学校の３年生が、 

保育実習に来られます。（さくら、きく、ばら） 

＊参観ウィークについては、お手紙をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２日（土） 

８日（金） 

１１～１５日 

１４日（木） 

１５日（金） 

１９日（火） 

２９日 ～  

保育発表会（さくら・きく・ばら・たんぽぽ組） 

たいそう教室 

自由参観ウィーク 

おもちつき 

誕生日会 

避難訓練 

年末年始休園（～１月３日） 

 えんだより 

可愛保育園    令和５年 １２月号                 

年末年始のお休み 

１２月２９日（金）～  

１月３日（水）  

本年も、たくさんのご理解とご協力

ありがとうございました。 

 

年末年始は外出の機会も増え、生活

リズムが乱れやすくなります。子ども

たちにとって貴重な体験を大切にしな

がらも、早寝早起きや栄養バランスの

とれた食事など、規則正しい生活を心

がけて過ごせるといいですね。 

   

楽しい年末年始を 

     お過ごし 

ください。 



 

 

 

 

 

 

 

★さくら組★ 

＊ダンス（発表会の練習♪さくら組の曲だけではなく、他

のクラスの曲もすぐ覚えて、踊ることを楽しんでいます） 

 ＊折り紙（スマホを折ることが流行っています） 

 

 

★きく組★ 

絵を描くことが好きです。写し絵、ぬりえ（細かい絵柄も

得意です）、イラストの模写（ティッシュ、ハンカチなどを

見て）が流行しています。色鉛筆、クーピー、マーカー…

いろんな道具を使って楽しんでいます。 

 

★ばら組★ 

室内では、ままごと、お絵描き、粘土など。 

戸外では、鉄棒、だるまさんがころんだ、石集めを楽しん

でいます。 

 

 

★たんぽぽ組★ 

室内では、乗り物のおもちゃ、牛乳パックで家づくり。「は

たらく くるま」が好きなので、乗り物の名前を言ったり、

走らせて遊んでいます。 

戸外では、ブランコ、砂遊び、三輪車で遊んでいます。三

輪車、上手にこげるようになってきました。 

 

★もも組★ 

外遊びでは、ブランコが人気になってきました。上手に自

分でこげるようになって楽しんでいます。 

ほかには砂場あそびや、押し車を押して楽しんで遊んでい

ます。 

 

★すみれ組★ 

室内では、ブロックあそびを楽しんでいます。積んだり、

バケツに入れてみたり、なめてみたり…いろんなあそび方

を楽しんでいます。 

 

『今、うちのクラスは。。。』 

各クラスの担任へインタビュー！！ 

今月は《楽しんでる遊び》です。 

冬の入り口、どんな遊びをしてるかな☺ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝のつどいの様子を動画配信サービス YOUTUBE でご覧いただけ

ます。 

目標に向けた取り組み 

お寺の本堂でさくら組ときく組で感謝の集いをしました。「ほとけ
さま」をうたい、『ひび割れ壺と少年』の大型絵本を見ました。 
そして、お焼香をして香りをお供えしました。 
友だちや家族、いろいろな人へ「ありがとう」と感謝を伝えるとと
もに、自分への「ありがとう」の気持ちを大切にしてほしいとお話
しました。 

私たちは、苦手なことや、うまくでき

ないこともあります。 

ひび割れ壺が欠点だと思っていたこ

と、ひび割れがあったからこそできた

こと、きれいな花を咲かせることがで

きました。 

このお話にある「ありのままの自分で

いいんだ」という気持ちを大切にして

いきたいです。 

「偏食のある子どもへの具体的な対応」について野口孝則上越教

育大学大学院教授の資料に基づき所内研修を行いました。 

 

・子どもに偏食があることは当然ということ、偏食があったとし

ても子どもの健康に大きな影響はない。むしろ食事を強制する

ことによる弊害の方が大きい。 

・大人が美味しそうに食べることが最も効果的。「美味しいね」

という言葉や、美味しさを味わう時の表現（表情など）を通し

て、苦手と感じることを薄れさせていきましょう。 

・もしも、偏食の子どもが食べようとしていても、すぐに声をか

けたりせずに見守ることが大切。 

もし、一口でも食べることができたら、少し時間をあけてか

ら、優しく褒めてあげましょう。 

研修報告 

ハンドベルに初挑戦しました。 

ハンドベルの演奏に合わせて

「ほとけさま」を歌いました 

思いやりの心・・・ポカポカの温かい心の子ども 

「ありのままの自分でいいんだ」という安心感から、自分と他人

を思いやることができるよう、主体としての思いや願いを受け

止める 

ポカポカ 

『ひび割れ壺と少年』の手作り大型絵本 


